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衆講院議長殿  

奉職院．溝長殿  

柑頗者：日本生活協両軸含連合会  

会長理事 竹本成鴇  
（住所）東京都渋谷区渋谷3－29－8  

取扱団体：  

沌掃射  

食品の安全を確保するための、  

食品衛生法の改正と充実強化を求める臍願書  

1．食品術生活の目的（弗1条）に「国民の健應  

のために寛品の安全性を確保する」という   

主旨を明書己すること  

2．食品の安全行政に蘭する施鰍こついて、積   

極的に情報公開をすすめるととも【こ、消♯   

者の参画を法律の中に明記すること  

3．食品の表層（欒11集）の日掛こ、「消十穏の   

避択lこ役立つ」という主旨を加えること  

4．全ての食品添加物の指定制度への移行を、   

計画的に獲めること  

5．農薬・動物用医薬品の滞留基準の設定を計画的に適中、残留基準の決められていない食品の   

流通・販売ができないようにすること  

6．化掌物賞や新技術に補わる貪品t審器包蔵の新たな不安や聞耳（こ相応した予防的な鰐蜜・研   

究の充実、検壬体制の充実なと、法制度の運用を洲ヒすること   
満願の励行   
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机仇敵u⑳ぺ屯帖   
「国会請願署名」は、  

2001年の通常国会に提出されます竺   

髄民が腱鰭や蓄積嶋七盈膿腹芸に封しノて迎へることを「胞村」とし、い葦活窮16華でl電挿さ  

れた国民の斬りで了。聞書と供せてl空也する相同の雷名が「塊部署名＿三てす⊂「署名」は、こ  

れだけの人がこの内串に瞥而してい許す－とし、うアヒールになり渚す．「偶感農名＝ま、斑主  

に津出し、暮Ⅷきれ兼可．   

この†1品碓生活の改正と発架強化を駅める閻義弘鞭電葛j（d2〔Dて鱒符の遇精郡貪にl茸出さ  

れる予定です．珊が！栗沢されると、関係する省庁に送†コきれ「肌桝書」のr勺昏に吊って∴景  

詳な始∬（活1稟の改正なと＼が揺酢！されます．  

琴8の女■が安心して貪べられること∵荊儀囁としての当然の「檀削」です．でも、真一引こは新しい★中■や  

禽品満加物†残留■離なとの化掌鞠r、タイオ事シンや環傭ホルモン、述伝子組み換え★品など、「なんだか不野  

・・■」なのか現萬．寧日食品の生庸や鴻濾肌合世抑こ瘡たがり、書鎌でゝ技術や間■も萬凛になっています．   

生協では、一人一人が薫風の智幸七大切じす苺こと、ゃして生脇として登全・安心な景品考お届けすること  
とならんで、「書晶の安全を≠侵すもための社会的なしくみ」を強めていくことが必書だと讐えています．この  

ため、食品の安全確保の暮事的な法稽である「食品衛生法の改正と発案洲ヒ奇求める現会蹟■暮亀」溝助を展  
開しています．  

もっと「選ぶための表示」が  

充実するようなしくみに！  

みんなにわかる・満干者も細できる  「食品の安全性の確保」を  

目的としたしくみづくりを！   
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韓品蘭生活では、F環示」はI公照衛生の陀  
丸勺lから、至（こ’倍滞の閉止卜李白8つに1寺なわ  

れています，このことも大tワてすが．これか  

うはr【さ得難熱が環ぶ右j∬ノミ＼ためのカ所lとい  

ケ考え方も大切てす、禽品毒Ij生活のホ承の  

考え方を広けることが必儲です亡  

掩占占恥LノかÅ、鶴漕洗モ′1トミ成良しにこと  

もあり 昭繁見や不；わ年な舟崩の規制なと力t  

†つ心 しかL．籍孟の蛋全は「消揖畜の沌利 
て1ト つの冊ハ．にあ†Jて！■r 料占えの野普杓lこ  

㈲わるヨ庸さごーな！tH里杓に9可1剋てき烹－J■1L  

さムiダの員耶を強めることが必醇でマ．  

軸髄衛生法  

問咽が起こる折から対応を準憫すること  

巳常的な食品のチェックを碓めること！   

■謳・動物用医蓬晶について、  

「食品への残留」の観点から規制の強化を！   

「例外」になっている「天然添加物」も、  
規制の対象に！   

￥くの天野欄拍錘如上Iケ）な古豪や抱】下がな  

い才ま便綿カー把められていますり全ての食品漕  
価笥につし、て，例外なく．智弁性の富逼複Iiな  

い，1責、嬰な鼓r‡lや成分なと’の1晃楕を雀めること  

か壱守てT．また、官舎性に間規が読1」、ゼ・等  

Mも憎い辣棚卸こついては欄用蜃取り消すん  

と、諜膵Iな兄ぬし老けなうことも必鬱でサー  

0†57．職場ホルモン、；損信子縮み押え預  

嵐なと．写の鳥品術生汚班ては．用伸的な椴  
ぎや間矧が起きなし＼と．封蝋がとられない博  

司があります．同性が起きる罰から、照査や  

研究を遵め．また、日ヒ肖かち需品の傾否や監  

事鬼を餓めもことが粟野てす。   

僧搬や動物用匠恥品の賦払への烈鮒につ  
いて 姐御捌㈹叩哨源一l完悦の漸ヒなとを  

遼めることが大切です．また、薬品の使用を  

許司する掛∴舞品への餞繊度鵡も定めるよ  
うなしくみに下ることが必謬てす。  




